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この用紙に回答をご記入のうえ、返信用封筒でご返送ください。 

問 1  あなた自身について、それぞれあてはまるものを 1 つだけ選んで印をつけてください。 

１） 性  別 男性 女性 

２） 年  代 20 歳未満 20 歳代 30 歳代 40 歳代 

 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代以上 

３） 家族構成 単身(ひとり暮らし) 夫婦のみ 親子 2 世代（子は 18 歳未満） 

 親子 2 世代（子は 18 歳以上） 親子､孫 3 世代 その他 

４） 居住地域 中丸地域 中央地域 東地域 東間深井地域 

 南南部地域 本町西高尾地域 西部地域 公団地域 

 わからない 

 （注）居住地域については、別紙「アンケートへのご協力のお願い」の裏面を参考にしてください。 

５） 住居種類 一戸建て（持家） 一戸建て（賃貸、社宅、寮等） 

 集合住宅（持家、分譲マンション） 集合住宅（賃貸、社宅、寮等） 
 

問２  自家用自動車の所有状況について、あてはまるものに印をつけてください。 

自家用自動車（四輪車）の所有台数（同居家族の自家用車を含む台数） 

 所有していない 1 台 2 台 ３台以上 
 

問３  省エネルギーや自然エネルギーを考慮した設備

についてうかがいます。それぞれの項目で、右の欄

のあてはまるものを選んで印をつけてください。 

導入し
ている 

導入を
予定し
ている 

将来的
には導
入したい 

将来も
導入し
ない 

該当し
ない・わ
からない 

1 太陽光発電 .......................................................................................................................................  

2 太陽熱給湯器・温水器 .....................................................................................................................  

3 高効率給湯器（エコキュートやエコジョーズ等）※ .......................................................................  

4 家庭用燃料電池（エネファーム等）※ .............................................................................................  

5 断熱窓（内窓、ペアガラス等）や建物の高断熱・気密化※ ............................................................  

6 ホームエネルギーマネジメントシステム（ＨＥＭＳ）※ ...............................................................  

 

問４  あなたは、「北本市環境基本計画」について知っていますか。あてはまるものを 1 つだけ

選んで、印をつけてください。 

計画書を読んだことがある 計画書や概要版は見たことがある 

聞いたことがあるが、見ていない 知らないが、興味があるので知りたい 

知らないし、興味がない わからない 

市民アンケート 

住所の町名・丁目を 
ご記入ください。 
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■ 北本市の環境についてあなたが感じていることをお聞きします。 

問５  北本市で、あなたが最も大事に思うものは何ですか。３つまで選んで印をつけてください。 

市内に残る雑木林などの身近な自然 市内の公園･街路樹･社寺林等の緑 

荒川と河川敷の自然や風景 買い物や交通の利便性 

市内を流れる用水や水路 まとまりある市街地や街並み 

市街地周辺のまとまりある農地や田園風景 近所の人とのコミュニティ 

蒲桜や荒川沿いの桜並木など その他 

史跡や文化財等の歴史的･文化的環境  
 

問６  ここ数年（5～6年）で、市の環境やあなたの環境保全への取り組みがどのように変わったと
感じますか。それぞれの項目について右の欄のあてはまるものを選んで印をつけてください。 

(1) 市域の環境の変化について 良く 
なった 

少し良
くなった 

変わら
ない 

少し悪
くなった 

悪く 
なった 

わから 
ない 

1 雑木林や水辺などの自然 ....................................................................................................  

2 昆虫や野鳥など身近な生き物とのふれあい ........................................................................  

3 農地や田園景観 ..................................................................................................................  

4 公園や緑道・街路樹などの緑 .............................................................................................  

5 文化財等の歴史的・文化的環境とのふれあい .....................................................................  

6 空気のきれいさ ..................................................................................................................  

7 水路や河川の水質 ...............................................................................................................  

8 身近な場所での音 ...............................................................................................................  

19 身近な場所でのにおい ........................................................................................................  

10 歩道の整備など散策やまち歩きのしやすさ ........................................................................  

11 自転車の利用しやすさ ........................................................................................................  

12 公共交通機関利用の利便さ .................................................................................................  

13 家の周りや道路でのごみの散乱 ..........................................................................................  

14 林や水辺、農地でのごみの散乱や不法投棄 ........................................................................  
 

(2) 東日本大震災後に、あなたが取り組んでい
た節電などの省エネや環境保全活動への取
り組みは、今はどのように変わりましたか。 

一層、取り
組むように
なった 

震災時の取
り組みを継
続している 

震災前
後 で 変
わらない 

震災前の
取り組み
に戻った 

取り組ま
なかった。
わからない 

01 家庭での節電など、省エネの取り組み ...............................................................................  

12 マイカー利用時でのエコドライブの取り組み ....................................................................  

13 地域での環境保全活動や環境学習への参加 ........................................................................  

14 節電など、他への働きかけ .................................................................................................  
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■ 日常生活でのあなたの環境に配慮した取り組み（行動）についてお聞きします。 

問７  日常生活や活動のなかでの環境に配慮した行動や取り組

みについて、あなたは、どうしていますか。それぞれの項目

で、右の欄のあてはまるものを選んで印をつけてください。 

いつも

行って

いる 

今後は
いつも
行うよう
にしたい 

今後も

行うつも

りはない 

該当し

ない・わ

からない 

◆エネルギーを大切に使うために◆ 

見ていないテレビや使っていない照明は消す ............................................................................  

電気器具の主電源を切るなど待機電力を節電する .....................................................................  

冷暖房機器の温度設定を冷房 28℃以上、暖房 20℃以下で、 
それぞれ 1℃高く、1℃低くする ..............................................  

カーテンなど省エネに役立つ住まいの工夫をする .....................................................................  

冷蔵庫は季節で温度を調整して、使用する ...............................................................................  

冷蔵庫に食品を詰め過ぎず、開閉は短くする ............................................................................  

夜中の炊飯ジャーや電気ポットの保温を控える ........................................................................  

近在や買い物にはマイカーの利用を控えるようにする ..............................................................  

電気・ガソリンなどの消費状況を「環境家計簿」等でチェックする .......................................................  

◆水資源を大切に使うために◆ 

シャワーなど、水を流しっぱなしにしないでこまめに節水する .........................................................  

風呂の残り湯を洗濯などに活用する ....................................................................................................  

洗濯はまとめ洗いする ..........................................................................................................................  

石けんを使用するなど、合成洗剤はなるべく使わない .......................................................................  

除草剤や農薬、殺虫剤などは使わない、使っても適量を心がける。 .................................................  

◆ごみの減量化・資源化のために◆ 

買い物袋を持ち歩き、レジ袋や包装は断わる ......................................................................................  

ものを大切に使用し、修理して長く使う .............................................................................................  

生ごみや庭木のせん定材などを堆肥化し、活用する ...........................................................................  

リサイクル可能なものは、きちんと資源回収に出す ...........................................................................  

不用品はリサイクル店やフリーマーケットに出すなど再利用を心がける ........................................................  

生ごみは水分を絞ってから出す ............................................................................................................  

◆まちの美化や生態系の保護のために◆ 

ごみカレンダーに決められたとおり資源ごみを分別する ....................................................................  

ごみカレンダーに決められた日時と場所にごみを出す .......................................................................  

ごみや吸殻をポイ捨てしない ...............................................................................................................  

家のまわりの美化や清掃をする ............................................................................................................  

生きものを大切に飼う、生きものを最後まで飼う ...............................................................................  
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■ 北本市の環境を良くしていく取り組みついてお聞きします。 

問８  北本市の雑木林の大半は、民有地にあります。この雑木林に対するあなたの考えに近いも

のを、一つだけ選んで印をつけてください。 

①民有地にあるので、相続等により減少していくのはやむを得ないので、今のままでよい。 

②北本市の環境を代表しているので、子どもたちや将来世代に引き継いでいくことが望ましい。 

③わからない。 ④とくに興味や関心がない。 

上の問で②を選んだ方にお聞きします。雑木林を残していくために、必要だと思うことを、

次のなかから選んで印をつけてください。（印はいくつでも構いません。） 

雑木林保全の基金や債券購入への協力 市の予算で財源の確保 

雑木林の維持管理への経済的支援 下草刈りや落ち葉かきなど雑木林保全活動への協力 

雑木林や公園などの清掃・美化活動への協力 雑木林を使った子どもの環境学習への協力 

雑木林でのイベントへの参加 その他 
 

問９  あなたは、これからのまちづくりに向けた環境に関する取り組みのうち、何を優先して取

り組む必要があると考えますか。該当するものを３つまで選び印をつけてください。 

雑木林の保全と整備（管理） 自然豊かな水辺の保全と創造 農地の保全 

自然に親しめる公園の整備 市街地や住宅地の緑化の推進 道路の緑化の推進 

野生生物の保護 外来生物対策の推進 鳥獣被害対策の推進 

歴史的･文化的環境の保全 都市景観の創造 土壌汚染の防止 

空気のきれいさの確保･維持 水のきれいさの確保･維持 化学物質からの安全確保 

騒音･振動、悪臭の防止 環境教育・学習 その他 
 

問 10  あなたは、地球温暖化対策に向けて、どのような取り組みを優先していく必要があると思

いますか。該当するものを３つまで選び、印をつけてください。 

節電など質素なライフスタイルの普及 家庭での省エネ対策の普及 

事業所での省エネ対策の普及 公共施設への太陽光発電設備の導入 

住宅への太陽光発電設備の導入の普及 太陽光発電以外の再生可能エネルギーの利用 

エネルギーの効率的利用に向けた管理 ３Ｒ※など、ごみの減量と資源化の推進 

徒歩や自転車が利用しやすい環境の整備 バスなど公共交通の充実 

温暖化や地球環境に関する環境教育・学習 その他 

北本市の環境や環境基本計画について、ご意見などがありましたら、下の枠の中にお書きください。 

 

質問は以上です。この調査票を同封の返信用封筒に入れて６月●日（●）までに 

ご返送ください。切手は不要です。ご協力ありがとうございました。 


